
「
も
の
づ
く
り
と
は
、
ご
ま
か
し
が
な
い

こ
と
」。
厳
格
な
こ
の
言
葉
は
、
レ
イ
モ

ン
氏
の
仕
事
に
対
す
る
信
念
そ
の
も
の
で

あ
る
。
カ
ー
ル
・
ワ
イ
デ
ル
・
レ
イ
モ
ン

氏
は
、
ド
イ
ツ
の
食
肉
加
工
マ
イ
ス
タ
ー

（
国
家
資
格
に
よ
り
弟
子
を
と
れ
る
）
を

取
得
し
た
優
秀
な
技
術
者
だ
。

　
彼
と
函
館
の
縁
は
、
寄
港
先
の
函
館
で

　
レ
イ
モ
ン
氏
は
、
視
野
の
広
い
学
び
の

人
だ
っ
た
。
マ
イ
ス
タ
ー
の
称
号
取
得
後

も
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
で
技

術
の
幅
を
広
げ
、
さ
ら
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業
で
は
技
術
面

だ
け
で
な
く
経
営
に
も
携
わ
っ
た
。

　
そ
う
し
て
培
っ
た
俯
瞰
的
な
視
点
の
結

晶
と
も
言
え
る
の
が
、
函
館
の
ハ
ム
店

開
業
と
同
じ
年
に
北
海
道
庁
へ
提
出
し

た
「
食
料
と
自
給
体
制
に
つ
い
て
」
の
北

海
道
畜
産
開
発
プ
ラ
ン
だ
。
そ
の
構
想
と

は
、
彼
の
構
想
は
食
肉
加
工
業
と
畜
産
業

の
連
携
に
よ
る
振
興
策
で
、
当
時
の
酪
農

を
軸
と
し
た
振
興
策
に
新
た
な
視
点
を
付

け
加
え
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
レ
イ

モ
ン
氏
は
大
野
町
で
畜
産
一
貫
型
の
加
工

場
を
開
き
、
一
方
で
行
政
の
要
請
で
満
州

へ
渡
っ
て
畜
産
試
験
場
と
畜
産
加
工
の
モ

デ
ル
事
業
を
開
い
た
。
そ
し
て
再
び
、
道

庁
の
打
診
を
受
け
同
プ
ラ
ン
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
。
そ
れ
は
生
産
、
加
工
、

販
売
や
副
産
物
活
用
ま
で
を
一
元
化
し
た

「
循
環
型
畜
産
体
制
」
の
モ
デ
ル
と
い
う

形
で
記
録
に
残
っ
て
い
る
。
生
涯
で
計
３

度
行
わ
れ
た
こ
の
提
案
は
結
局
採
用
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
こ
の
行
動
か
ら
も
彼
の
北

海
道
へ
の
熱
い
思
い
と
希
望
が
あ
り
あ
り

と
伝
わ
っ
て
く
る
。

滞
在
し
た
勝
田
旅
館
の
娘
、
コ
ウ
と
の
出

会
い
か
ら
始
ま
っ
た
。
２
人
は
駆
け
落
ち

の
末
に
結
ば
れ
、
レ
イ
モ
ン
氏
の
郷
里
カ

ル
ル
ス
バ
ー
ト
（
現
・
チ
ェ
コ
共
和
国
）

で
店
を
開
き
、
必
死
に
働
い
て
事
業
を
軌

道
に
乗
せ
る
。
そ
し
て
、
再
び
函
館
の
地

を
選
び
戻
っ
て
き
た
の
だ
。
当
時
、
日
本

で
は
ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
ま
だ
定
着
し

て
い
な
か
っ
た
が
、
帝
国
ホ
テ
ル
な
ど
東

京
や
横
浜
の
一
流
ホ
テ
ル
は
、
レ
イ
モ
ン

氏
の
製
品
を
い
ち
早
く
採
用
し
た
そ
う
だ
。

函
館
と
い
う
地
を
愛
し
た

波
乱
万
丈
の
半
生

ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
づ
く
り

だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い

北
海
道
畜
産
開
発
プ
ラ
ン

学生などに向けて工場見学コースを設け、カール・
レイモンの歴史を伝えている

原料肉や製品の保管に必要なアンモニアを使った
冷凍機

左はレイモンの直弟子、島倉情憲（2005年当時の（株）函館カール・レイモン社長）

函館は港と坂の街だ。昔も今も、港を見下ろす坂の街並みは旅人を惹きつける。
1859年の函館開港と共に西洋文化の玄関口となった歴史が、どこかレトロな異国情緒となって残っている。

寄港する外国船のニーズに応じる形で始まった、酪農や乳製品の製造、ロシアや欧風の料理店。
隣町には七

ななえかんえん

重官園（七
ななえちょう

飯町）が置かれ、西洋式農業の種がまかれた。
それらは長い年月をかけ、紆余曲折を経ながら函館の街に染み込んでいった。

今年創業100周年を迎えた「函館カール・レイモン」のハム・ソーセージも、そうした函館の味覚のひとつだ。
歴史の荒波を越えて嘘のない製法を守り伝えた創始者を地元住民は

今も親しみを込めて「レイモンさん」と呼ぶ。

函館函館カーカー
レイモン
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く
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と
は
、
ご
ま
か
し
が
な
い

こ
と
」。
厳
格
な
こ
の
言
葉
は
、
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イ
モ

ン
氏
の
仕
事
に
対
す
る
信
念
そ
の
も
の
で

あ
る
。
カ
ー
ル
・
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イ
デ
ル
・
レ
イ
モ
ン

氏
は
、
ド
イ
ツ
の
食
肉
加
工
マ
イ
ス
タ
ー

（
国
家
資
格
に
よ
り
弟
子
を
と
れ
る
）
を

取
得
し
た
優
秀
な
技
術
者
だ
。

　
彼
と
函
館
の
縁
は
、
寄
港
先
の
函
館
で

　
レ
イ
モ
ン
氏
は
、
視
野
の
広
い
学
び
の

人
だ
っ
た
。
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イ
ス
タ
ー
の
称
号
取
得
後

も
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
で
技

術
の
幅
を
広
げ
、
さ
ら
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業
で
は
技
術
面

だ
け
で
な
く
経
営
に
も
携
わ
っ
た
。

　
そ
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し
て
培
っ
た
俯
瞰
的
な
視
点
の
結

晶
と
も
言
え
る
の
が
、
函
館
の
ハ
ム
店

開
業
と
同
じ
年
に
北
海
道
庁
へ
提
出
し

た
「
食
料
と
自
給
体
制
に
つ
い
て
」
の
北

海
道
畜
産
開
発
プ
ラ
ン
だ
。
そ
の
構
想
と

は
、
彼
の
構
想
は
食
肉
加
工
業
と
畜
産
業

の
連
携
に
よ
る
振
興
策
で
、
当
時
の
酪
農

を
軸
と
し
た
振
興
策
に
新
た
な
視
点
を
付

け
加
え
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
レ
イ

モ
ン
氏
は
大
野
町
で
畜
産
一
貫
型
の
加
工

場
を
開
き
、
一
方
で
行
政
の
要
請
で
満
州

へ
渡
っ
て
畜
産
試
験
場
と
畜
産
加
工
の
モ

デ
ル
事
業
を
開
い
た
。
そ
し
て
再
び
、
道

庁
の
打
診
を
受
け
同
プ
ラ
ン
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
。
そ
れ
は
生
産
、
加
工
、

販
売
や
副
産
物
活
用
ま
で
を
一
元
化
し
た

「
循
環
型
畜
産
体
制
」
の
モ
デ
ル
と
い
う

形
で
記
録
に
残
っ
て
い
る
。
生
涯
で
計
３

度
行
わ
れ
た
こ
の
提
案
は
結
局
採
用
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
こ
の
行
動
か
ら
も
彼
の
北

海
道
へ
の
熱
い
思
い
と
希
望
が
あ
り
あ
り

と
伝
わ
っ
て
く
る
。

滞
在
し
た
勝
田
旅
館
の
娘
、
コ
ウ
と
の
出

会
い
か
ら
始
ま
っ
た
。
２
人
は
駆
け
落
ち

の
末
に
結
ば
れ
、
レ
イ
モ
ン
氏
の
郷
里
カ

ル
ル
ス
バ
ー
ト
（
現
・
チ
ェ
コ
共
和
国
）

で
店
を
開
き
、
必
死
に
働
い
て
事
業
を
軌

道
に
乗
せ
る
。
そ
し
て
、
再
び
函
館
の
地

を
選
び
戻
っ
て
き
た
の
だ
。
当
時
、
日
本

で
は
ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
ま
だ
定
着
し

て
い
な
か
っ
た
が
、
帝
国
ホ
テ
ル
な
ど
東

京
や
横
浜
の
一
流
ホ
テ
ル
は
、
レ
イ
モ
ン

氏
の
製
品
を
い
ち
早
く
採
用
し
た
そ
う
だ
。

函
館
と
い
う
地
を
愛
し
た

波
乱
万
丈
の
半
生

ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
づ
く
り

だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い

北
海
道
畜
産
開
発
プ
ラ
ン

函館は港と坂の街だ。昔も今も、港を見下ろす坂の街並みは旅人を惹きつける。
1859年の函館開港と共に西洋文化の玄関口となった歴史が、どこかレトロな異国情緒となって残っている。

寄港する外国船のニーズに応じる形で始まった、酪農や乳製品の製造、ロシアや欧風の料理店。
隣町には七

ななえかんえん

重官園（七
ななえちょう

飯町）が置かれ、西洋式農業の種がまかれた。
それらは長い年月をかけ、紆余曲折を経ながら函館の街に染み込んでいった。

今年創業100周年を迎えた「函館カール・レイモン」のハム・ソーセージも、そうした函館の味覚のひとつだ。
歴史の荒波を越えて嘘のない製法を守り伝えた創始者を地元住民は

今も親しみを込めて「レイモンさん」と呼ぶ。

函館函館カーカールル・・レイレイモンモン が
レイモン氏 の 愛した 函館 で

くまで
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水
も
使
い
ま
せ
ん
」。
レ
イ
モ
ン
氏
は
食

材
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
、
安
全
に
、
お
い

し
く
保
存
す
る
と
い
う
肉
加
工
技
術
の
原

点
に
、
常
に
忠
実
だ
っ
た
。
そ
の
後
日
本

が
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
レ
イ
モ
ン
氏
の

味
は
手
づ
く
り
の
味
と
し
て
人
気
を
博
し
、

さ
ら
に
大
量
生
産
を
目
指
さ
な
か
っ
た
た

め
「
幻
の
味
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
現
在
ブ

ラ
ン
ド
を
引
き
継
い
だ
「
函
館
カ
ー
ル
・

レ
イ
モ
ン
」
の
加
工
室
で
は
、
職
人
た
ち

が
分
業
制
で
な
く
多
能
工
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
持
ち
場
に
携
わ
る
。
こ
れ
は
レ
イ
モ

ン
氏
が
職
人
と
し
て
全
工
程
に
責
任
を
持

つ
と
い
う
考
え
方
を
踏
襲
し
た
も
の
だ
。

　
創
業
か
ら
１
０
０
年
。「
函
館
カ
ー
ル
・

レ
イ
モ
ン
」
の
製
品
は
今
も
、
素
材
の
持

ち
味
を
最
大
限
に
引
き
出
す
姿
勢
を
守
っ

て
い
る
。
多
品
種
・
手
作
り
の
伝
統
は
、

レ
イ
モ
ン
氏
が
教
え
た
「
ご
ま
か
し
の
な

い
味
」
を
職
人
た
ち
の
手
で
未
来
へ
と
継

承
し
て
い
く
。
こ
の
生
真
面
目
な
ま
で
の

誠
実
さ
が
、「
函
館
カ
ー
ル
・
レ
イ
モ
ン
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
真
髄
な
の
だ
。

子
ど
も
た
ち
は
大
人
た
ち
よ
り
も
早
く
、

レ
イ
モ
ン
氏
の
味
の
理
解
者
に
な
っ
て
い

た
と
い
う
。
彼
が
仕
事
に
誠
実
だ
っ
た
の

は
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
健
康
の
た

め
で
も
あ
っ
た
。

　
具
体
的
な
製
法
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
次

の
言
葉
に
尽
き
る
だ
ろ
う
。「
食
べ
物
は

健
康
的
で
お
い
し
く
な
け
れ
ば
ダ
メ
で

す
。
私
の
ハ
ム
は
防
腐
剤
な
ど
必
要
の
な

い
添
加
物
は
使
い
ま
せ
ん
。
余
分
な
粉
や

「
人
は
お
い
し
い
食
べ
物
が
豊
富
に
あ
り
、

住
み
心
地
の
よ
い
家
を
持
っ
て
お
り
さ
え

す
れ
ば
、
の
ん
き
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
国
家
だ
っ
て
同
じ
こ
と
で

す
よ
」

　
紛
争
に
翻
弄
さ
れ
続
け
た
ボ
ヘ
ミ
ア
地

方
出
身
の
レ
イ
モ
ン
氏
は
、
こ
う
も
語
っ

て
い
た
。
自
ら
が
な
り
わ
い
と
す
る
誠
実

な
食
品
づ
く
り
は
、
人
々
の
健
康
と
暮
ら

し
の
安あ
ん
ね
い寧
を
支
え
る
。
そ
れ
が
他
の
多
く

の
仕
事
と
一
緒
に
大
き
な
力
と
な
り
、
見

え
な
い
平
和
を
つ
く
る
。
そ
う
し
た
祈
り

に
も
似
た
言
葉
だ
。「
私
は
函
館
の
子
ど

も
た
ち
が
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
も
の

を
作
り
た
い
の
で
す
」—

—

そ
の
言
葉

ど
お
り
、
彼
の
工
場
は
地
域
の
人
々
に
親

し
ま
れ
て
い
た
。
工
場
に
い
て
も
、
子
ど

も
た
ち
が
前
を
通
る
と
気
さ
く
に
声
を
か

け
、
試
食
を
促
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
実
際
、

1987年 1974年
西ドイツより
功労勲章
十字章受章。

1979年
サントリー文化財団地域
文化優秀賞受賞。

1983年
「株式会社函館カール・
レイモン」を設立。
引退後コウとドイツ
ミュンヘンへ。
半年後、再び函館へ。

1986年
勲五等双光旭
日章受章。逝去

（93歳）

1988年
レイモン工場跡にレイ
モン記念館完成（現レ
イモンハウス元町店）。　

1992年
本社工場及びカール・
レイモン記念館完成。

2004年
「欧州統合」への功労により故郷チェコ
共和国・カルロビバリ市名誉賞受賞。

レ
イ
モ
ン
氏
の
徹
底
し
た

食
べ
物
へ
の
こ
だ
わ
り

市内を走る函館市電。

レイモンハウス元町店の２階はレイモン
氏の生涯を紡いだ歴史展示館。 レイモンハウス元町店の建物

は函館市西部地区歴史的景観
賞を受賞している。

レイモンハウス元町店の１階はハム・ソーセージ
などを販売しており、イートインスペースで焼き
たての生ソーセージなどが味わえる。

旧元町工場で製造されていた缶詰

　函館カール・レイモンの味と歴史を伝える場所の一つ

に、直営店「レイモンハウス元
もとまち

町店」がある。元町は、

海沿いに和洋折衷の建物がひしめき合うハイカラな街で、

函館の観光名所の一つとして知られている。同店は、レ

イモン氏が愛した元町の歴史的町並みの一角、生前の

カール・レイモン氏が最も長く過ごした工場と自宅の跡

地に建てられている。

　１階のショップには市内工場直送のハムやベーコン、ソー

セージなどの商品が並び、隣には焼きソーセージ、生ソー

セージのチューリンガーやホットドッグをその場で味わえ

るイートインスペースがある。焼きたて熱々のソーセージ

の香りが漂う、函館市民にも観光客にも人気のスポットだ。

もうひとつ見逃せないのが、２階にある「カール・レイモン

歴史展示館」だ。レイモン氏の歴代工場や仕事風景の写真は、

眺めるだけでも戦中戦後の激動の人生が想像できる。ハム・

ソーセージを作っていた際、実際に使用していた道具、レ

トロな風情の製品ラベル、レイモン氏が北海道庁へ提出し

た北海道畜産開発プランや直筆の手紙、数々の伝記なども

見やすく展示されて、この街で培われたマイスターの思考

や人柄が、リアルに伝わる内容だ。

　「ごまかしのない手仕事」と、「人々のおいしい笑顔」。

レイモン氏が心から願った大切なものは、時を超えて今も

なお、ここに息づいている。

散歩するレイモン氏。
元町の教会が集まった辺りが
お気に入りスポット。
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水
も
使
い
ま
せ
ん
」。
レ
イ
モ
ン
氏
は
食

材
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
、
安
全
に
、
お
い

し
く
保
存
す
る
と
い
う
肉
加
工
技
術
の
原

点
に
、
常
に
忠
実
だ
っ
た
。
そ
の
後
日
本

が
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
レ
イ
モ
ン
氏
の

味
は
手
づ
く
り
の
味
と
し
て
人
気
を
博
し
、

さ
ら
に
大
量
生
産
を
目
指
さ
な
か
っ
た
た

め
「
幻
の
味
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
現
在
ブ

ラ
ン
ド
を
引
き
継
い
だ
「
函
館
カ
ー
ル
・

レ
イ
モ
ン
」
の
加
工
室
で
は
、
職
人
た
ち

が
分
業
制
で
な
く
多
能
工
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
持
ち
場
に
携
わ
る
。
こ
れ
は
レ
イ
モ

ン
氏
が
職
人
と
し
て
全
工
程
に
責
任
を
持

つ
と
い
う
考
え
方
を
踏
襲
し
た
も
の
だ
。

　
創
業
か
ら
１
０
０
年
。「
函
館
カ
ー
ル
・

レ
イ
モ
ン
」
の
製
品
は
今
も
、
素
材
の
持

ち
味
を
最
大
限
に
引
き
出
す
姿
勢
を
守
っ

て
い
る
。
多
品
種
・
手
作
り
の
伝
統
は
、

レ
イ
モ
ン
氏
が
教
え
た
「
ご
ま
か
し
の
な

い
味
」
を
職
人
た
ち
の
手
で
未
来
へ
と
継

承
し
て
い
く
。
こ
の
生
真
面
目
な
ま
で
の

誠
実
さ
が
、「
函
館
カ
ー
ル
・
レ
イ
モ
ン
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
真
髄
な
の
だ
。

子
ど
も
た
ち
は
大
人
た
ち
よ
り
も
早
く
、

レ
イ
モ
ン
氏
の
味
の
理
解
者
に
な
っ
て
い

た
と
い
う
。
彼
が
仕
事
に
誠
実
だ
っ
た
の

は
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
健
康
の
た

め
で
も
あ
っ
た
。

　
具
体
的
な
製
法
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
次

の
言
葉
に
尽
き
る
だ
ろ
う
。「
食
べ
物
は

健
康
的
で
お
い
し
く
な
け
れ
ば
ダ
メ
で

す
。
私
の
ハ
ム
は
防
腐
剤
な
ど
必
要
の
な

い
添
加
物
は
使
い
ま
せ
ん
。
余
分
な
粉
や

「
人
は
お
い
し
い
食
べ
物
が
豊
富
に
あ
り
、

住
み
心
地
の
よ
い
家
を
持
っ
て
お
り
さ
え

す
れ
ば
、
の
ん
き
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
国
家
だ
っ
て
同
じ
こ
と
で

す
よ
」

　
紛
争
に
翻
弄
さ
れ
続
け
た
ボ
ヘ
ミ
ア
地

方
出
身
の
レ
イ
モ
ン
氏
は
、
こ
う
も
語
っ

て
い
た
。
自
ら
が
な
り
わ
い
と
す
る
誠
実

な
食
品
づ
く
り
は
、
人
々
の
健
康
と
暮
ら

し
の
安あ
ん
ね
い寧

を
支
え
る
。
そ
れ
が
他
の
多
く

の
仕
事
と
一
緒
に
大
き
な
力
と
な
り
、
見

え
な
い
平
和
を
つ
く
る
。
そ
う
し
た
祈
り

に
も
似
た
言
葉
だ
。「
私
は
函
館
の
子
ど

も
た
ち
が
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
も
の

を
作
り
た
い
の
で
す
」—

—

そ
の
言
葉

ど
お
り
、
彼
の
工
場
は
地
域
の
人
々
に
親

し
ま
れ
て
い
た
。
工
場
に
い
て
も
、
子
ど

も
た
ち
が
前
を
通
る
と
気
さ
く
に
声
を
か

け
、
試
食
を
促
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
実
際
、

ドイツ・ボヘミア地
方カルルスバート
（現チェコ共和国）
に生まれる。

1894年1987年

1912年
ベルリンの食肉会社
「ハイネイン・カンパニー」に就職。

1914～19年
ヨーロッパ各地、ア
メリカなどで加工技
術・経営学を学ぶ。

1919年
帰国途中日本に立ち寄り、「東洋缶詰」勤務、
日米合同の缶詰会社の仕事で函館に赴く。

1933年
大野町工場完成。
満州に畜産指導に赴く。

1935年
長女フランチェスカ誕生。

1922年
勝田コウと出会う。
駆け落ちし、ドイツ生家に戻り
ハム・ソーセージ店を開く。

1924年
函館に戻り正式
にコウと結婚。

1938年
帰国後、大野町工場を
強制買収され、
製造不可能に。
函館元町に移り住む。

1925年
函館駅前にハム・
ソーセージ店を開く。
北海道庁へ畜産プラン
を提出。

1930年
五稜郭
工場完成。

1948年
自宅横の木造の
蔵を改造して
製造再開。

1950年
自宅脇に
50㎡ほどの
工場を作る。

1974年
西ドイツより
功労勲章
十字章受章。

1979年
サントリー文化財団地域
文化優秀賞受賞。

1983年
「株式会社函館カール・
レイモン」を設立。
引退後コウとドイツ
ミュンヘンへ。
半年後、再び函館へ。

1986年
勲五等双光旭
日章受章。逝去

（93歳）

1988年
レイモン工場跡にレイ
モン記念館完成（現レ
イモンハウス元町店）。　

1992年
本社工場及びカール・
レイモン記念館完成。

2004年
「欧州統合」への功労により故郷チェコ
共和国・カルロビバリ市名誉賞受賞。

レ
イ
モ
ン
氏
の
徹
底
し
た

食
べ
物
へ
の
こ
だ
わ
り

市内を走る函館市電。

レイモンハウス元町店の建物
は函館市西部地区歴史的景観
賞を受賞している。

函館カール・レイモン工場の２階は
カール・レイモン歴史展示館。ハム・
ソーセージづくりに欠かせなかった
道具や愛用品が並ぶ。

旧元町工場で製造されていた缶詰

愛娘フランチェスカと
幸せなひととき。

駆け落ちの途中、
中国・天津で
2人だけの
記念写真を撮る。

　函館カール・レイモンの味と歴史を伝える場所の一つ

に、直営店「レイモンハウス元
もとまち

町店」がある。元町は、

海沿いに和洋折衷の建物がひしめき合うハイカラな街で、

函館の観光名所の一つとして知られている。同店は、レ

イモン氏が愛した元町の歴史的町並みの一角、生前の

カール・レイモン氏が最も長く過ごした工場と自宅の跡

地に建てられている。

　１階のショップには市内工場直送のハムやベーコン、ソー

セージなどの商品が並び、隣には焼きソーセージ、生ソー

セージのチューリンガーやホットドッグをその場で味わえ

るイートインスペースがある。焼きたて熱々のソーセージ

の香りが漂う、函館市民にも観光客にも人気のスポットだ。

もうひとつ見逃せないのが、２階にある「カール・レイモン

歴史展示館」だ。レイモン氏の歴代工場や仕事風景の写真は、

眺めるだけでも戦中戦後の激動の人生が想像できる。ハム・

ソーセージを作っていた際、実際に使用していた道具、レ

トロな風情の製品ラベル、レイモン氏が北海道庁へ提出し

た北海道畜産開発プランや直筆の手紙、数々の伝記なども

見やすく展示されて、この街で培われたマイスターの思考

や人柄が、リアルに伝わる内容だ。

　「ごまかしのない手仕事」と、「人々のおいしい笑顔」。

レイモン氏が心から願った大切なものは、時を超えて今も

なお、ここに息づいている。

散歩するレイモン氏。
元町の教会が集まった辺りが
お気に入りスポット。
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レイモンハウス元町店
☎ 0138-22-4596　　函館市元町30-3
営業時間／9:00～18:00（調理品・ドリンク販売～17:30）
定休日／12月31日～1月2日

分7歩徒 車下 停電」街字十「 電市館函／スセクア
※詳細は公式ＨＰでご確認ください

る
ぜ
混
で
手
に
後
最
を
ス
イ
パ
ス

。
と
な
だ
う
そ
し
い
お
も
に
か
い
、
て

を
ト
フ
ギ
品
食
、
柄
業
職
。」
す
ま

そ
る
い
て
し
宝
重
れ
ば
喜
も
で
に
誰

。
だ
う

な
せ
か
欠
に
し
な
て
も
お
。
す
ま
え

も
ン
イ
ワ
ば
れ
す
し
出
お
に
緒
一
と

。
う
笑
は
女
彼
。」
よ
す
ま
み
進

い
に
ず
ら
わ
変
も
で
ま
つ
い
、
は
味

、
で
味
い
な
ら
わ
変
。
在
存
い
し
欲
て

め
止
ぎ
な
つ
を
さ
良
の
街
の
こ
も
今

。」
す
で
の
る
す
が
気
る
れ
く
て

ん
さ
ン
モ
イ
レ
で
ん
さ
屋
肉
お
の
ト

ス
に
帽
高
山
は
父
祖
た
い
て
し
を
議

ン
モ
イ
レ
。」
た
し
ま
り
か
わ
が
の

。
う
い
と
た
け
か
見
く
よ
を
姿
の
そ

労
苦
て
け
受
を
別
差
は
に
中
時
戦
「

に
館
函
も
で
れ
そ
。
う
そ
た
れ
さ

、
が
の
る
い
て
え
覚
も
で
今
。
す
ま

函館カール・レイモンのハンバーグとベーコンを
豪華にサンドした肉 し々いハンバーガー。

生の状態からボイルし、
店内で焼き上げる

ジューシーな焼きソーセージ。

焼きたてのソーセージと
ソフトフランスパンを合わせた

人気No.1の伝統的なホットドッグ。

100周年を記念して、レイモン氏がかつて製造して
いた「スモーク香る ロースベーコン」を復刻版とし
て発売。また、レイモン氏の伝統製法で作られた２種
類のサラミ「パプリカ香る レイモンサラミ」「ワイン
香る レイモンサラミ」が発売された。

東京デザイン専門学校に通いつつ東京のデザイン事務
所でアシスタントを務めたのち函館に帰郷、デパート
のディスプレイ担当として勤務し、フードスタイリス
ト兼料理教室の講師に転身。多くの地元企業にレシピ
を提供する。現在は、世界料理学会実行委員を務めた
縁から函館を代表するスペイン料理の店「バルレスト
ラン ラ・コンチャ イ バスク」でサービス業務を担当。

生まれも育ちも函館のフードスタイリスト・八木橋こずえさんは
生前のレイモン氏の姿をよく覚えているという。

スモーク香る
ロースベーコン

パプリカ香る
レイモンサラミ

ワイン香る
レイモンサラミ

フードスタイリスト 八木橋こずえさん
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